輪王寺の歴史
輪王寺の物語は、766年に僧侶であり山岳修行者であった正道上人（735-817）が大谷川を渡って日高の山中に入ったところから始まる。彼の当面の目標は男体山の登頂であった。782年に3度目の登頂に成功した。正道とその弟子たちは、いくつかの茅葺き屋根の寺を建て、この地域を探検した。やがて、多くの宗教家が日光に移り住み、山の中腹には宗教的なコミュニティが形成されていった。何世紀にもわたって、輪王寺は日本で最も強力な仏教寺院の一つとなり、将軍や天皇の庇護を受けるようになった。
	820年には、空海（774～835）がこの地を訪れたとされている。その際、空海は男体山の別名である「二荒山」の漢字を「にっこうさん」と読むことを提案したという。やがて、この地域や宗教団体は「日光山」と呼ばれるようになった。
	848年、仁明天皇（808～850）は、天台宗の僧侶で京都比叡山延暦寺の住職であった円仁（794～864）を日光山に派遣した。彼の任務は、各寺社を統一して国を守る存在に発展させることであった。
	日光山の発展の大きなきっかけは、1210年に第24代住職に弁覚（年代不明）が任命されたことである。弁覚は、紀伊半島の熊野地方と修験道との強い結びつきを持っていた。修験道とは、一般的に悟りを開くための道として、肉体的な忍耐力を重視したもので、平安時代（794～1185）末期に組織され、古代の山岳信仰、密教、神道信仰の要素を融合させたものである。熊野三山を三仏三神としたのと同じように、弁覚は日光三山を三仏三神と同等視し、勝道が創建した最初の寺である四本竜寺や中禅寺の伽藍を拡張した。
	日本の寺院の多くは墓地と結びついているが、日光山は1617年に初代徳川将軍徳川家康（1543～1616）を東照宮に合祀したことで、日本で最も壮大で有名な霊廟となった。その後、1651年には孫の家光（1604～1651）は1652年に大猷院に合祀された。
	日光山は、天皇や宮廷とも密接な関係を持っていた。1308年には、仁朝親王（1318没）が住職に就任し、皇族の中で初めて住職に任命された。1655年には、日光山の本山が「門跡」に指定された。同年、寺名を「輪王寺」とし、守澄親王（1634～1680）が、江戸（現在の東京）の輪王寺と寛永寺の両方の住職となりました。彼やその後継者たちには「輪王寺の宮」の号が与えられた。
	輪王寺の門跡の地位は、1868年に日本政府が全国に神仏分離させるまで続いた。1871年にはもともとの名称である「万願寺」と呼ばれるようになったが、12年後には門跡復帰を果たし、再び輪王寺の号を許されている。

